京都南部地区
	６） 南ブロックＡ


(長期)　　新しい小教区評議会規約による小教区およびブロックの宣教司牧体制の確立

(短期)　　各小教区での活動部の具体的行動

　　　　　３小教区での評議会の連動性の確立
　　　　　３小教区の活動部の連携

１．2005年度ブロック宣教司牧計画(短期計画) の評価

　　ａ．長期計画に照らした一般評価

　　　　Ⅰ. 当ブロックでは、一昨年の司教年頭書簡に示された方針に従って、各小教区の(暫定)規約を

　　　　　　まず作ることとなった。

　　　　　・伏見では、旧信徒会規約による運営委員会で起草委員会を立ち上げ、その草案を、昨年の信徒

　　　　　　会で承認、評議会体制を発足させた。爾後、３役員を二ヶ月あまりかけ、満20才以上の信徒

　　　　　　過半数の意思表示を得て、新規約によって決定。続いて活動部への登録が行なわれ、新体制に

　　　　　　新体制に入った。

・八幡では、伏見の評議会規約をそのまま採択し、すぐに役員選出、活動部登録に入り、新体制

に切り替わった。

　　　　　・桃山では、評議会規約の作成まで、議論が沸騰し、ようやく今年になって４役員制をとる規約

　　　　　　が完成、承認され、役員選挙、活動部登録が行なわれ、新体制に入った。
Ⅱ．新体制移行後の問題点として、八幡、桃山では、登録の偏りが指摘されているが、役員会、

　　　　　　評議会の運営そのものには、それほどの問題はない。しかし、役員会、評議員会に担当司祭団

　　　　　　２名ともの常時出席が、八幡、桃山で強く要望されているが、まだ、完全には実現していない。

Ⅲ．なお、月１回の合同役員会と、各小教区役員会および評議会とのスケジュールも、まだ調整の

　　　　　　必要がある。

Ⅳ．また、伏見では、各活動部の自主性の自覚が乏しく、問題を内部ではなく、役員、あるいは

　　　　　　役員会に直接訴えて解決しようとする傾向が見られる。

　　ｂ．短期計画各項の評価

　　　　Ⅰ. 各小教区での活動部の具体的活動：従来の機能は果たしているが、司教書簡に指示されている

　　　　　　新しい機能、たとえば、教育部での成人の信仰教育、典礼部への積極的な参与は、いまだしの

　　　　　　感がある。しかし、評議会での決定 － 活動部への委任の形は整いつつある。
Ⅱ．各小教区評議会の連動性の確立：上記　ａ．の Ⅲ．参照。

一般的に言って、まだ手をつけていない。他の評議会に、複数の評議員あるいは役員を出席

させればという意見がある。
Ⅳ．各小教区評議会の活動部の連携：今までの教会学校夏季キャンプ、希望の家への協力、桃山の

　　クリスマス・キャロルなどは続けられているが、まだ、活動部としてという体制は生まれて

　　いない。合同黙想会、平和の日も、合同役員会のレベルに留まっている。

２．2006年度南ブロックＡ宣教司牧計画：2005年度計画を続行。

